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（1）市民アンケートの概要
　第六次伊達市総合計画への評価や市民生活及びまちづくりに係る満足度、今後のまちづくりの目標等を
把握し、第 7次伊達市総合計画に市民の意向として反映するため、市民を対象とするアンケート調査を実
施しました。
　アンケート調査は 16歳以上の市民 3,000 名の無作為抽出により実施し、回収数は 1,146 名（回収率
38.2％）であり、回答者の性別は男性が 44.3％、女性が 52.5％、無回答 3.2％、年齢別では 50 〜 59
歳が 14.2％で最も多く、次いで、40〜 49 歳が 13.9％、65 〜 69 歳が 13.6％となっています。

（2）主な集計結果

① 伊達市への定住意思
　将来も伊達市に住み続けたいかどうか（定住意思）については、「住み続けたい」が 77.1％で、「住み続
けたいが、事情があって移らざるを得ない」（4.1％）を合わせ、8割以上の市民が本市に住み続けたいと
回答し、高い定住意思を示しています。

伊達市への定住意思（このまま伊達市に住み続けたいか？　N＝1,146）

無回答

その他

住み続けたいが、事情があって移らざるを得ない

市外に移りたい

住み続けたい

0.0 50.0 100.0（％）

4.3％

5.1％

4.1％

9.3％

77.1％

※小数点第2位を四捨五入して算出しているため、回答比率を合計しても100.0％になりません。

市民アンケート1

市民アンケートの実施概要

調査対象 3,000 名（16歳以上の市民を対象に無作為抽出）

調査期間 2017 年（平成 29年）11月 9日〜 11月 24日

回収数（N） 1,146 名（回収率 38.2％）
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② 現行施策に対する満足度と重要度
　現行施策に対する市民の満足度（縦軸）及び重要度（横軸）を整理すると下図のとおりです。
　満足度も重要度も高い施策（図の右上の領域）は、今後さらにレベルアップが必要と考えられますが、
その領域の中では「食・農業」が目立ち、「『食』をテーマとした農畜産業の振興」等の施策に対する市民
の評価や関心が高いことがわかります。
　満足度が低く、重要度が高い項目（図の右下の領域）は、早急な対策が必要な領域と考えられますが、
その領域には、「健康・医療」（「伊達赤十字病院の総合病院としての機能充実」等）、「防犯・防災」、「商・
工業」（「中心市街地活性化の取組」等）、「基盤整備」（「道路や橋の整備、冬期間の除雪体制」等）が該当
します。
　今後はこれらの施策を重点的に推進することが必要です。

※1 �コミュニティ：P6参照
※2 �生涯学習：学校教育、社会教育、文化活動、スポーツ活動、ボランティア活動など、人々が生涯に行うあら

ゆる学習の意

用語解説

現行施策に対する満足度と重要度（N＝1,146）

見直しが必要な領域
〈満足度は高いが重要度は低い〉 満

足
度

満
足
度

3.6

3.4

3.2

3.0

2.8

2.6

2.4

重要度 重要度

0.0％ 2.0％ 4.0％ 6.0％ 8.0％ ％10.0％ 12.0％ 14.0％ 16.0％ 18.0％ 20.0％

消防・救急・交通安全

地球環境

コミュニティ※1
自治

図書館芸術・文化・スポーツ 生涯学習※2

国際・地域間交流

教育・人材育成

レベルアップが必要な領域
〈満足度も重要度も高い〉

将来に対策が必要な領域
〈満足度も重要度も低い〉

早急な対策が必要な領域
〈満足度は低いが重要度は高い〉

※満足度は下記のとおり得点化し、平均値を計算
満足：5点、やや満足：4点、どちらともいえない：3点
やや不満：2点、不満：1点

林業 生活・環境

雇用・労働・消費

食・農業

水産業
子育て

福祉・介護 健康・医療

観光

防犯・防災

商・工業基盤整備
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③ 今後 10 年間のまちづくりの基本目標
　今後 10年間の伊達市のまちづくりにおいて基本目標に掲げるべき分野（3つまで選択）については、
「医療」が 50.5％と最も多く、以下、「雇用」（33.6％）、「福祉」（30.5％）、「産業」（27.8％）、「子育て

※1 �都市基盤：適正な都市化を促進するために必要な道路、公園、下水道等の公共施設の相称
※2 �コミュニティ：P6参照
※3 �生涯学習：P25参照

用語解説

その他

国際交流

芸術

社会参加

自治

情報通信環境

文化

生涯学習※3

コミュニティ※2

スポーツ

都市基盤※1

観光

自然環境

住環境

教育

交通

健康

生活環境

防災

子育て環境

産業

福祉

雇用

医療

％1.6％

％0.6％

％1.1％

％1.9％

％2.0％

％2.8％

％3.4％

％3.7％

％3.9％

％4.9％

％6.4％

％9.2％

％9.6％

％11.6％

％12.2％

％12.7％

％13.8％

％14.2％

％18.2％

％21.9％

％27.8％

％30.5％

％33.6％

％50.5％

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0（％）

今後 10 年間のまちづくりの基本目標（N＝1,146、複数回答）
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環境」（21.9％）などの順となっています。
　産業を発展させ、安定した雇用を得るとともに、医療・福祉・子育て環境の充実などにより、健康で安
心して生活できる環境の整備が期待されています。

④ 伊達市民が考える「豊かさ」
　市民が考える「豊かさ」（3つまで選択）については、「心身の健康」が 61.0％と最も多く、以下、「快
適な暮らし」（39.6％）、「充実した人との関わり」（28.3％）、「自然環境」（27.1％）、「充実した衣食住」
（27.0％）、「精神的なゆとり」（25.2％）などの順となっています。
　豊かで快適な環境の中、健康で衣食住が充実し、精神的な幸福感が得られることを「豊かさ」と認識す
る市民が多い結果となっています。

その他

社会への貢献

充実したコミュニティ

時間的なゆとり

収入や資産の多さ

円満な家庭

充実した余暇や趣味、教養

精神的なゆとり

充実した衣食住

自然環境

充実した人との関わり

快適な暮らし

心身の健康

％1.0％

％7.1％

％9.6％

％10.5％

％15.4％

％16.4％

％18.2％

％25.2％

％27.0％

％27.1％

％28.3％

％39.6％

％61.0％

0.0 20.0 30.010.0 40.0 50.0 70.060.0 （％）

伊達市民が考える「豊かさ」（N＝1,146、複数回答）
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まちづくりシンポジウムの開催概要

開催日時 2017 年（平成 29 年）8 月 29 日（火）18 時 30 分〜 20 時 30 分

開催場所 だて歴史の杜カルチャーセンター大ホール

来場者数 約 500 名

プログラム

第一部　高校生まちづくりワークショップ成果発表
〜伊達市の魅力とまちづくり、こうあるべき〜
発表者：北海道伊達高等学校
　　　　北海道伊達緑丘高等学校
コメンテーター：森崎博之氏（TEAM NACS　リーダー）

第二部　森崎博之さんが語る　〜私が思う未来の伊達市〜
第三部　パネルトーク　〜輝き続ける伊達市をつくるために〜

パネリスト：石井吉春氏（北海道大学公共政策大学院特任教授）
　　　　　　森崎博之氏（TEAM NACS　リーダー）
　　　　　　菊谷秀吉（伊達市長）
コーディネーター：五十嵐智嘉子氏（一般社団法人北海道総合研究調査会理事長）

（1）まちづくりシンポジウムの概要
　総合計画の策定にあたり、伊達市の魅力を市民皆で考え、新たな魅力の発見や再認識を促し、今後のま
ちづくりに生かすことを目的に、「みんなで考えよう！伊達市の魅力とまちづくりシンポジウム」を次のと
おり開催しました。

（2）高校生まちづくりワークショップの成果報告
　今後のまちづくりには、次代を担う若い世代の力と柔軟な発想や感性が必要です。
　伊達市には、北海道伊達高等学校、北海道伊達緑丘高等学校の 2つの高校が立地していることから、2
校の生徒に、「伊達市の魅力とまちづくり」をテーマとして、本市がより魅力的なまちになるための方策を
検討し、提案していただくワークショップを開催しました。ワークショップでは、伊達市内で活躍してい
る方 2名による講演も行い、本市の将来像や可能性について検討しました。
　各校の生徒が検討した成果は次のとおりであり、この内容は「まちづくりシンポジウム」の場で発表し
ていただきました。

まちづくりシンポジウム2
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高校生まちづくりワークショップの成果報告内容
学 校 名 発表内容要旨

北海道伊達
高等学校

・伊達市の認知度を上げるため、「ゆるキャラ※1」活用を提案する
・�イベントと SNS ※2 を活用してゆるキャラを PR する。PR 動

画を作って市内各所に顔パネルを設置し、その写真などを
SNS で拡散し、ゆるキャラと一緒に伊達市の良いところを全
国に発信する

・�ゆるキャラが有名になることで伊達市も有名になり、多くの
人に興味を持ってもらえれば、伊達市に行き、住んでみたい
人も増え、人口増加にもつながる

・�伊達市の素晴らしさや魅力を伝えるための方策として、海外
からの観光客（インバウンド※3）を歓迎する取組を提案す
る。近隣の観光地と協力し、観光客を伊達市に呼び込むた
め、四季折々のインバウンドツアーを行う

・�伊達市を世界に発信する手段が必要。フォトプロップス※4 などの活用、すべてのツアーを通じ
て希望者には伊達・大滝特製ステッカーをプレゼントし、いろいろなところに貼ってもらうこと
や SNS で発信することにより、DATE という知名度をアップさせたい。さらに、近隣のまちと
連携し、スタンプラリーを実施することにより、多くの方に来てもらうことができると考える

北海道伊達
緑丘高等学校

・�「伊達市の良いところ」は、1 つには食べ物がおいしいこと。特に伊達野菜は美味しい。次に、
自然が多く、きれい。空気が美味しい。3 つ目は「福祉のまち」と呼ばれるほど高齢者に優しい
まちだということ

・�せっかく自然が豊富なので、小さい子にもっと自然と触れ合ってほしい。また、高齢者に優し
いまちであるが、中にはもっと活躍できる、活躍したいという高齢者もいるので、そういうま
ちになってほしい

・�そこで、「伊達市の自然を生かしたテーマパーク構想」と「高齢者の活躍の場の拡大」という 2
つを提案する

・�「伊達市の自然を生かしたテーマパーク構想」は、「自然を身近に感じるフリースペース」「木を
ふんだんに用いたアスレチック」「ゲームの世界を再現したアトラクション」から構成される。
大都市にはない、良い意味で田舎らしさを出したテーマパークは新たな雇用の場になる

・�高齢者が活躍し生き生きとして暮らせるようになるための方策として「老人縁日」と「交通面
の充実」を提案する

・�老人縁日は、高齢者が子どもだったころの遊びを今の子どもたちと一緒に再現する。出店のよ
うな形にし、昔のお祭りを再現。高齢者と子どもが触れ合うことで、高齢者の活躍だけでな
く、伝統文化の継承も行われると良い

・�交通面の充実は、高齢者が手軽に外出できるよう、JR、道南バスの充実を図りたい。市街地の
高齢者だけでなく、市街地から離れたところに住んでいる高齢者にも良い影響がある。交通機
関の事業者には負担をかけるが、雇用し、待遇を良くすることで解決に結び付けたい

※1 �ゆるキャラ：「ゆるいマスコットキャラクター」の略語で、地域の魅力や情報を発信するマスコットキャラクター
※2 �SNS：Social Networking Service の略。インターネットを介して人と人とのつながりをつくるネットワー

クサービス
※3 �インバウンド：P7参照
※4 �フォトプロップス：写真撮影の際に被写体を演出するために使用される小道具

用語解説

ゆるキャラ：かぶとん
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ゲストトーク及びパネルトークにおける提案・提言内容
テーマ 提案・提言要旨

今後 10 年間の 
まちづくりにおいて
力を入れるべきこと

・自分たちのまちの良さを知り、しっかり伝える
・�伊達のまちは高齢者、障がい者にやさしい。伊達市に来ると皆の目線がやさしいという

ような、そういうところが今の時代には大切な持ち味である
・高齢者や女性にもっと活躍してもらえる風土を作ることが必要
・�人のバリアフリー※1 というか、あらゆる人が自分の役割を果たせるまちに
・伊達市の道の駅は入込数が全道 1 位。具体的に結果を出すと自慢できる
・何でも良いから「世界一」を目指すことが重要
・人材発掘が重要。高校生の発表に感動。若者や女性の活躍が大事
・�高齢者、障がい者、女性など、これまで活躍していそうで、そうではなかった人たちが

当たり前に活躍できるまち。「これまで、ありそうでなかった」というものを 1 つ見つ
けていくというのは良い

農業について

・�伊達野菜を徹底的に売り込む。ブランド化、レシピの定着、伊達市に野菜を食べに来る
流れを作るなど

・�美瑛町のように、野菜が植わっている農地の景色を観光資源化できないか
・�農業は最初の設備投資にカネがかかるので、そのハードルを下げ、新規に農業を始めや

すい仕掛けを作る
・�高齢化に伴って手放される農地、家屋、納屋、機械などを例えば行政が一時的に買い上

げて、次の世代に渡すような仕組みを作る
・�人をたくさん使って手間をかける農業がこれからの北海道にとって重要。伊達野菜は魅

力があり、若い女性でもカッコ良く取り組める可能性がある
・�農業で女性が基本の収入を得て、かつ、子育てもできるようにする。それを形にできる

と、伊達市はさらに素晴らしいまちになる
・�とくにシングルマザーの所得の問題や貧困の問題などを農業の力を借りて解決できない

だろうか

子育て、 
医療について

・�保育所の建替えをし、学童保育もやっているので、あとは女性が参加して自分で稼ぐ部
分が重要

・�室蘭市の病院と連携することで、医療機能の充実を図るべき。介護も在宅にシフトし、
訪問診療などはネットワークと仕組みを構築する必要がある

�※1 �バリアフリー：高齢者や障がい者が社会生活を送るうえで障壁となるものが取り除かれた状態のこと。道路や
建物の段差や仕切りなど、物理的な障壁だけでなく、制度や意識なども含め、様々な障壁が無い状態のこと

用語解説

（3）ゲストトーク及びパネルトークにおける提案・提言
　シンポジウムの第二部は「私が思う未来の伊達市」をテーマとしたゲストトーク、第三部は「輝き続ける
伊達市をつくるために」をテーマとしたパネルトークを行いました。また、第三部では、来場された方から
パネリストへの質問を受け付け、それにパネリストが回答し、参加者全員で伊達市の未来を考えました。
　第二部及び第三部における提案・提言の概要は次のとおりです。
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テーマ 提案・提言要旨

空き家問題
について

・�空き家問題は大きなテーマ。伊達市には宿泊施設が少ないので、民泊施設としての活用
が考えられるだろう

・�福祉施設はお金をかければかけるほど事業が苦しくなる。廃校舎の福祉利用なども考え
られるかも知れない

・�お試し移住の場として空き家を使うのも 1 つの方策。北広島市には廃校利用の高齢者施
設の事例がある。アイデアを出し合うべき

人のつながり、 
コミュニティ※1 
について

・�人のつながりが希薄化している。自治会や老人クラブも入会率が低く、引きこもりの高
齢者が増えている。仲間づくりをする仕組みが必要。まずは元気な人、「私がやるよ」と
言う人を探さなくてはいけない

・伊達緑丘高校の発表にあった「老人縁日」はすごく良いアイデア
・�高齢者のひきこもりを防止したり、移住者が地域で交われるように、趣味や活動の情報

の発信と共有を図ることが重要

※1 �コミュニティ：P6参照用語解説
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みらい会議の実施概要

参 加 者 伊達市民など 33 名（参加者を公募）

検討期間 2017 年（平成 29 年）9 月 7 日〜 2018 年（平成 30 年）1 月 30 日

検討手法 参加者 33 名が 5 つのグループに分かれ、今後の伊達市のまちづくりについてグループワークを行い、意
見・提言をとりまとめ、報告会において内容を発表

（1）みらい会議の概要
　伊達市を今後も住み続けたいまちにしていくため、公募により、今後のまちづくりについての意見・提
言をいただく場として、「みらい会議」を実施しました。
　33名の参加者が 5つのグループに分かれ、約 5ヵ月間にわたって今後の本市のまちづくりについて活
発に議論し、提言をまとめました。

※1 �みらい会議：P4参照用語解説

みらい会議3 ※1
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（2）各グループからの意見・提言
　全 5グループからの意見・提言の内容は次のとおりです。

各グループからの意見・提言
グループ名 10年後の伊達市の姿（めざす姿） 主な意見・提言の内容

A
グループ

市民が暮らしやすいまち

・どこにでも行きやすい伊達市の利点を生かす
・公園の整備など、家から外に出やすい環境づくり
・食育（給食）センターの活用（市民利用の促進）
・伊達まちカード※1 のサービス拡張
・SNS ※2 を活用した市民参加※3 型の情報発信

若い世代が魅力を感じるまち

・地域おこし協力隊※4 の活用
・�健康診断負担金の軽減等、若者をターゲットとした施策の展開
・�教育施設の充実（特色ある高校、高校卒業後、地元で進学でき

る先の確保）
・自治会による時間外託児の推進

高齢者をみんなで見守れるまち ・シニア層への支援

安全・安心なまち
・災害ごとに異なる避難方法の見直し
・介護の人手不足解消（介護学校の開設）
・医療基金の創設

産業の発展するまち
・�観光の充実（刀オーナー、伊達成実公なりきりコンテスト）
・文化・芸術祭の開催
・農業、漁業における一口オーナー制度※5

B
グループ

満足度の高いまち

・�伊達市の認知度向上、大滝区と伊達地域の連携促進、魅力向上
・教育の充実（教材の有効利用等）
・市民の自発的・自立的活動のサポート
・町内会機能の強化
・食育※6、ベジファースト※7 の推進
・定住促進（市内での就業促進、移住者の就労支援）
・�公園、体育館、市民活動センター等の使い勝手の改善
・地域の「足」、市内交通の拡充
・道の駅の有効活用、サービスメニューの充実
・既存施設や取組内容を組み合せた予防医療の充実

※1 �伊達まちカード：伊達市内の施設等で使えるポイントカードで、たまったポイントを 1ポイント＝ 1円と
して利用できるカード

※2 �SNS：P29参照
※3 �市民参加：P9参照
�※4 �地域おこし協力隊：人口減少や高齢化などの進行が著しい市町村が、都市部の地域外の人材を受け入れ、地

場産品の PR等の地域協力活動を行いながら、その地域への定住・定着を図る取組
※5 �一口オーナー制度：一般から広く比較的少額の資金を集め、出資に対して農産物など現物で還元する制度
�※6 �食育：「食」に関する知識と「食」を選択する力を習得し、健全な食生活を実践することができる人間を育

てる活動
�※7 �ベジファースト：食事の際、野菜から先に食べることで、食後の血糖値の急激な上昇を緩和し、生活習慣病

の予防効果を期待する食事法

用語解説

第
Ⅰ
部　

序

第
Ⅳ
部　

基
本
計
画

第
Ⅲ
部　

基
本
構
想

第
Ⅱ
部　　
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る

市
民
意
識

33

第
Ⅴ
部　

資
料
編



グループ名 10年後の伊達市の姿（めざす姿） 主な意見・提言の内容

C
グループ

興味を持ってもらえる伊達市
通過する人が立ち寄る伊達市

・道の駅に「街のコンシェルジュ※1（案内人）」の配置
・インパクトのあるパンフレットの作成
・AI（人工知能）インフォメーション※2 の導入
・�有珠山サービスエリアにおける人気メニューの開発とアピール

第 1次産業が再生した伊達市
働きたいと思える企業がある�
伊達市

・天候に左右されない工業型野菜生産企業※3 の誘致
・農業生産法人化※4 による、農業従事者の雇用
・労働者が低家賃で住める住居の確保

子どもや若者が目標や夢を持てる
伊達市
どんな形でも帰ってきたいと思え
る伊達市

・子どもにアプローチする場や「知る」チャンスの創設
・職業体験、アルバイト制限の見直し
・子どもの夢を叶えるファンド※5 の設立

D
グループ

働く世代が積極的に参加でき、�
異世代交流のある自治会等の�
コミュニティ※6 があるまち

・�ICT※7 の活用等、加入世帯の実情に合うよう自治会運営の大
胆な改革

・地域で子どもを見守り、積極的に関わる機会づくり
・家族単位で参加可能な行事の企画・実施
・�サークル等の活動を告知し、多世代が参加できる市民活動の推進

子どもたちが良さを実感できるまち ・「地産地消※8」を積極的に取り入れた食育の推進

シニア世代が活躍できるまち ・�シニア世代が一時的に子どもを預かり、育児をサポートする�
制度・機関の構築

E
グループ

地域の地理・歴史を学び、�
防災意識が高く、�
地域愛あふれる人材が�
活躍するまち

・地域性に応じた防災意識の向上とその促進
・�地域の歴史から、現代の課題解決のきっかけを見出す「だて
学」の創出及び展開

・�他者を尊重し、地域を愛す、よりよい地域創造※9 を志すひと
づくりの実践

※1 �街のコンシェルジュ：ここでは、街の案内人のこと
※2 �AI インフォメーション：AI（人工知能）による情報提供
※3 �工業型野菜生産企業：工場など屋内で野菜を生産する企業
※4 �農業生産法人化：農地や採草放牧地を利用して農業経営を行うことのできる一定の条件を満たす法人化の取組
※5 �ファンド：資金・基金、または不特定多数の投資家等から資金を集めることで取引を行い、利益を分配する

仕組み
※6 �コミュニティ：P6参照
※7 �ICT：P19参照
※8 �地産地消：地域で生産されたものを地域で消費すること
※9 �地域創造：地域を創り上げること

用語解説
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住民懇談会の開催概要
地 区 名 日 時 等 参加者数

① 大滝区 2017年（平成29年）12月   5日（火）   10 名

② 稀府 2017年（平成29年）12月   7日（木）   27 名

③ 黄金 2017年（平成29年）12月12日（火）   32 名

④ 中央区・関内 2017年（平成29年）12月13日（水）   17 名

⑤ 有珠 2017年（平成29年）12月14日（木）     9 名

⑥ 長和 2017年（平成29年）12月15日（金）     8 名

⑦� 三ツ和・市街第一・市街北星・山下 2017年（平成29年）12月18日（月）     8 名

⑧ 東 2017年（平成29年）12月20日（水）   34 名

計 145 名

各地区住民からの意見・提言
地 区 名 主な意見・提言の内容

大滝区

・医療体制の整備（在宅医療※1、訪問看護、訪問ヘルパー、相談体制）
・�大滝区と伊達地域の連携強化（災害時対応、大滝区の魅力の PR、両地域の融合等）
・災害時に自治会等地域の人たちで情報共有・協力するシステムの構築
・人と人とが助け合えるネットワークづくり
・エネルギーの自給サポート
・再生可能エネルギー※2 の推進に係る居住環境を守るためのガイドライン※3 の制定
・学校開放体育館に係る情報提供、管理方法の統一
・大滝区の義務教育学校の活用
・大滝区移住策の緩和（季節限定で公営住宅に住めるようにする等）
・「Uber（配車アプリ）※4」のような相乗りタクシー制度の検討

※1 �在宅医療：希望する市民ができる限り住み慣れた自宅などで療養し、医師などが訪ねて行う診療の形態
※2 �再生可能エネルギー：一度利用しても比較的短期間に再生が可能であり、資源が枯渇しないエネルギー
※3 �ガイドライン：指標、大まかな指針のこと
※4 �Uber（配車アプリ）：スマートフォンでドライバーの呼び出しや支払いができるアプリ

用語解説

（1）住民懇談会の概要
　各地域における課題やまちづくりへの期待等を把握し、第 7次伊達市総合計画に反映するため、次のと
おり住民懇談会を開催しました。

（2）住民からの意見・提言
　住民からの意見・提言の内容は次のとおりです。

住民懇談会4
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地 区 名 主な意見・提言の内容

稀府

・買い物の便の改善（商店の出店、移動手段の確保）
・中学校校舎を有効利用（東川町の農業研修施設のように）
・風力発電設置に係るガイドラインの制定
・防災設備の設置
・コミュニティ※1 づくり、相互扶助の促進（高齢者対策）
・農業法人や加工業の誘致、農産物のブランド化
・観光振興（第二の「道の駅」の設置、温泉の活用）

黄金

・若者の雇用の場、若者が遊べる場の整備、出会いの場づくり、他所からの誘致
・住民同士の話合い、交流の促進、自治会等を中心に黄金地区の在り方の検討
・建設後のランニングコスト※2 を考慮した施設整備
・黄金駅の利用促進（廃止の抑制）
・地域の交通手段の確保
・親子連れや高齢者が散歩できるような公園整備

中央区
関内

・若い人の割合を増やす、若者が流出しない取組、若手の活躍支援
・伊達市の魅力の PR促進
・�産業について、資源の再利用、再々利用など生かし方について考えてもらいたい
・生活道路の整備
・災害対策の強化（川の氾濫対策、避難場所の拡充、噴火や暴風雨対策）
・市民が総出でアイデアを出す

有珠
・公共交通手段の確保（マイクロバス活用等）
・観光の振興（ジオパーク※3 の活用、キャンプ場等の清掃、美しい自然の維持等）
・伊達赤十字病院の改善
・買い物利便性の改善（商店の出店）

長和

・�自然災害への取組強化（防災無線、避難所、避難弱者対策、河川氾濫対策等、TVテロップでの
情報周知、避難所までの移動手段）

・ふるさと納税※4 の促進・活用
・�高校生と小学生などのふれあいの機会、地域について学ぶ機会、福祉教育の推進
・高齢者の認知症対策等、介護予防※5 の強化

三ツ和
市街第一
市街北星
山下

・高校生のアイデア、若い発想の活用
・自治会の加入促進
・市街地区の活性化、道路整備、サイクリングロード整備
・伊達市独自の収入と計画によるまちづくり、政策の目玉の検討
・子どもの安心・安全確保

東

・愛のりタクシー※6 の利便性向上、移動手段の確保
・自治会、子ども会活動の強化、地域で活動する人からの学校での講話
・地域について学ぶ機会
・コミュニティ活動の支援強化
・自然環境の保全

※1 �コミュニティ：P6参照
※2 �ランニングコスト：運用のために必要な維持費
※3 �ジオパーク：美しい自然景観や学術的価値を持つ自然遺産を用いて、その土地や地球の歴史を知り、それら

と生命とのつながりを楽しく学ぶことができる場所
※4 �ふるさと納税：P12参照
※5 �介護予防：介護が必要な状態になることをできる限り予防し、自立した自分らしい生活が送れるようにする取組
※6 �愛のりタクシー：60歳以上の方が対象の会員制乗合タクシー。通常料金よりも安い料金で利用することができる

用語解説
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団体懇談会の開催概要
団体分野名 日 時 等 参加者数

① 商工・観光 2017年（平成29年）12月21日（木）   7 名

② 教育・文化・スポーツ 2017年（平成29年）12月22日（金） 15名

③ 福祉 2018年（平成30年）   1月15日（月） 14名

④ 水産・農業 2018年（平成30年）   1月17日（水） 11名

⑤ 市民生活・青年・女性活動 2018年（平成30年）   1月18日（木） 19名

計 66 名

各団体からの意見・提言
団体分野名 主な意見・提言の内容

商工・観光

・公共交通の拡大や輸送システムの確保、愛のりタクシー※1 の見直し
・駅前の整備
・防災対策の強化
・UIJX ターン※2 の促進、移入就労者※3 の確保、能力確保施策
・広域連携の促進
・交流人口の増加施策、外国人観光客誘致

※1 �愛のりタクシー：P37参照
※2 �UIJX ターン：Uターン（地方から都市に出た人が再び地方に戻ってくること）、I ターン（都市部から故郷

とは違う地方に移住すること）、Jターン（故郷から都会に出た人が故郷に近い地方都市に移住すること）、
Xターン（地方から都市に出て人生で苦難を経て地方に戻ってくること）の総称

※3 �移入就労者：地方に移住してきた就労者

用語解説

（1）団体懇談会の概要
　各分野の団体における課題やまちづくりへの期待等を把握し、第 7次伊達市総合計画に反映するため、
次のとおり団体懇談会を開催しました。

（2）各団体からの意見・提言
　各団体からの意見・提言の内容は次のとおりです。
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団体分野名 主な意見・提言の内容

教育・文化・
スポーツ

・スポーツ施設の整備（合宿、野球場、駐車場等）
・スポーツ施設への公共交通の利便性向上
・ハーフマラソン大会の初心者コースの開設
・シッティングバレーボール※1 等、障がい者スポーツの振興
・子どもたちによるイベントの主催
・歴史と文化資産の活用
・芸術祭の開催
・市民農園※2 の有効活用

福祉

・ボランティア活動の活性化・支援強化、若い人の加入促進
・学校でのボランティア教育、他自治体への視察研修制度など
・ボランティア団体と障がい者との橋渡し
・地域との絆の構築（災害時の安全確保）
・心のバリアフリー※3 への取組、学校教育における障がい者教育
・災害時避難計画の作成、障がい者の避難方法・対応マニュアルの作成
・介護予防※4 への注力

水産・農業

・異常気象対策、水害対策
・第 1次産業における女性の活躍
・�新規就農※5 者支援の充実、離農者と就農者のマッチング、第三者継承協議会の設立
・農地再編事業※6 の推進
・シカ等害獣対策の強化（わなの設置等）
・農福連携※7 の促進による人手不足解消
・食育※8 センターの有効活用

市民生活・
青年・
女性活動

・�観光客に対応のできる地域防犯体制の確立（防犯灯、防犯カメラ、道路標識・案内看板・観光�
施設等における照明設備等の整備促進）

・薬物についての教育や防犯活動の促進
・防犯灯の LED※9 化促進
・公共施設のあり方の検討（スポーツ施設整備、他町との施設集約化等）
・地域の特性・独自性に配慮した授業（大滝区のクロスカントリー※10 授業等）
・食育の強化
・女性活躍の促進（議員、審議会委員への登用）
・図書館の改築、生涯学習センターとの併設
・活動団体の情報が 1箇所でわかる場の整備
・大滝中学校の有効活用

※1 �シッティングバレーボール：座った姿勢で行うバレーボール
�※2 �市民農園：一般市民がレクリエーションとして行う自家用野菜・花の栽培、高齢者の生きがいづくりなどの

さまざまな目的のため、小面積の農地を利用して野菜や花を育てる農園
※3 �バリアフリー：P30 参照
※4 �介護予防：P37 参照
※5 �新規就農：家族経営の農家に生まれ、学生から自営農業従事者に変わった新規学卒就農者や、ほかの仕事か

ら自営農業従事者に転職した就農者など、新しく農業を始めた人の総称
※6 �農地再編事業：農作業の効率を向上させるため、農地の整備（整地・傾斜改良等）や用排水路の整備を行う事業
※7 �農福連携：働く場としての農業と、障がい者雇用（福祉）を連携させること
※8 �食育：P33参照
※9 �LED：Light Emitting Diode（発光ダイオード）の略。長寿命、高輝度、紫外線が少ないなど、省エネや

環境に良いとされる照明
※10 �クロスカントリー：P12参照

用語解説
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広域アンケートの実施概要

調査対象 室蘭市、登別市、壮瞥町、豊浦町、洞爺湖町の居住者
計 1,000 名（16歳以上の住民を対象に無作為抽出）

調査期間 2017 年（平成 29年）12月 11日〜 12月 26日

回収数（N） 347 名（回収率 34.7％）

※1 �広域行政：P9参照用語解説

室蘭市

登別市

伊達市

壮瞥町

伊達市

洞爺湖町豊浦町

（1）広域アンケートの概要
　今後は広域行政※1 の観点をもち、近隣市町と連携の上、役割分担を図りながらまちづくりを進めること
が重要と考えられることから、近隣市町在住者の伊達市に対する印象や伊達市とのかかわり方、広域行政
における本市の役割等を把握し、第 7次伊達市総合計画に反映することを目的に、アンケート調査を実施
しました。
　アンケート調査は、室蘭市、登別市、壮瞥町、豊浦町、洞爺湖町の 2市 3町に居住する 16歳以上の住
民 1,000 名の無作為抽出により実施しました。
　回収数は 347 名（回収率 34.7％）であり、回答者の居住地別の構成は、室蘭市（40.1％）、登別市
（23.6％）、壮瞥町（13.5％）、豊浦町（10.1％）、洞爺湖町（10.4％）、不明（2.3％）となっています。

広域アンケート6
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伊達市へ出かける目的（N＝318、複数回答）

その他

学校への通学

帰省

会議、会合などへの出席や商談、商取引のための訪問

勤務先への通勤

文化・スポーツ活動

知人、親戚への訪問

レジャーやレクリエーション

病院などへの通院

祭りや催し物

買い物や飲食

11.3％

0.6％

2.8％

4.4％

5.0％

13.5％

18.6％

19.5％

22.3％

23.0％

84.3％

0.0 50.0 100.0（％）

（2）主な集計結果

① 伊達市へ出かける目的（複数回答）
　近隣市町の住民が伊達市を訪れる目的は、「買い物や飲食」が 84.3％と突出して多く、以下、「祭りや催
し物」（23.0％）、「病院などへの通院」（22.3％）などの順となっています。
　伊達市は買い物や通院など、日常生活に必要な機能を近隣市町に提供しているといえます。

第
Ⅰ
部　

序

第
Ⅳ
部　

基
本
計
画

第
Ⅲ
部　

基
本
構
想

第
Ⅱ
部　　
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る

市
民
意
識

41

第
Ⅴ
部　

資
料
編



② 伊達市の印象
　伊達市に対する近隣市町の住民の印象を「そう思う」と回答した割合の多い順にみると、「農業の盛んな
まち」が 81.0％と最も多く、以下、「歴史・文化のあるまち」（76.9％）、「自然の豊かなまち」
（62.8％）、「日常生活に便利なまち」（50.1％）の順となっており、本市の地理的、歴史的特性及び産業特
性が反映された結果となっています。
　「住んでみたいまち」も 39.8％でそれに続き、本市は近隣市町の住民にとっても居住地としての評価が
高いといえます。

伊達市の印象（N＝347）

※小数点第2位を四捨五入して算出しているため、回答比率を合計しても100.0％にならない場合があります。

農業の盛んなまち

歴史・文化のあるまち

自然の豊かなまち

日常生活に便利なまち

住んでみたいまち

医療・福祉の充実したまち

観光の盛んなまち

子育てがしやすいまち

漁業の盛んなまち

スポーツの盛んなまち

教育に熱心なまち

工業の盛んなまち 1.4％ 39.5％ 53.0％ ％6.1％

14.7％ 67.4％ 11.2％ ％6.6％

19.0％ 61.1％ 13.8％ ％6.1％

19.9％ 45.8％ 28.5％ ％5.8％

22.2％ 61.1％ 10.1％ 6.6％6.6％

16.7％ 5.5％5.5％32.0％ 45.8％

33.1％ 50.4％ 11.5％ 4.9％4.9％

％5.2％39.8％ 37.5％ 17.6％

％5.2％35.2％ 9.5％50.1％

62.8％ 27.1％ 5.2％ 4.9％4.9％

76.9％ 17.9％ ％3.2％
3.7％

81.0％ 13.5％ ％1.7％

0.0

■そう思う　■どちらとも言えない　■そうは思わない　■無回答

20.0 40.0 60.0 80.0 100.0（％）

2.0％
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6．広域アンケート
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